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中川山婦訪 日こどセ記ドユース
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全身が分かる写真(プリントしだものかデータで)
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と、おしゃれのポイントを100字以内でまとめて、

名前、ふりが主主、住所、電話番号、学年、ほごしゃの

缶詰を書いて送ってね。あて莞l志、〒380-8546長田市
首葉商657 雇通話百鮪酋面通活動gsJ言語こども
新聞係、電予メールはt-chiiki@shinmai.cQ. jpヘ。

単語はなるべ<離で、話量がすっきりしている芳がかっ

こよく見えます。一人でも友達と 緒でもOK。裏面

|こ名前を書いてください。

スタイリスト青木麻衣予さんが答えるファッシヨン

Q&Aコーナーへの鍾筒も筒じあて完で、由きだいこ

とをなるべく長泳泊|こ書いてね。電話蓄基を忘れず|こ。

質問|忍ペンネームでもいいです。

分からないことがあつだらi也筋活動再/てR，
蔀(最古 026・236・3110)へ議きして「山ー胃
<芝さい。次回et5月12日cのせるので、/ラミー
5月1臼まで|こ送ってね。.. -~ 
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「崖痕の主のサフツ」は「飴箱支挙釜選 10J (;Nfi髭)などで読むことができます。

.-← 一『、、 ち t¥ ~ 11っと， d 

( He"三ノ地場活動部。ニコーつェイヌ
忌れられ左よい言通 「醤えなんて、怠いよ」

みなさん初めまして。この4局から、こども新曲のデスク巳主主りましだ酋語話也といい でち%圭は、 lまくらがいくら「蓄え」を出しても、 「暑だち

ます。きま箇l<t、みなさんへのごあいさつをかねて、これからみ主よさんとどん怠新曲をつく 三は孝昌巳、それでサフンの完治ちが会かったと怠えているの?J

りたいかを、白百が;j，ぎ主だっ定ころをふり量り怠ガらあ詰したいと怠います。 三と商い量してきました。街睡も何遥包そんなことが緩くうち巴、

|まくl話会主主で40議! 巴なりますが、色1きが~J\~主主のころ、訴前面「看をすること巳な 子 しびれをt):)らした莞の舎から「じゃあ、%~五ガ考えている醤え
る芯んて、 t最優できまぜんでしだ。 ぞは待なの?Jという蛍筒まで飛び出しまし定。

~a省l革、どちらかと言うと、どん主主:;( 1.こもものおじし怒り、はずかしがったりしないで、 き すると発E邸、績を二コ二コつとさぜて、こうきつだのです。
どんどん蛍筒しなくてはいけない。その場にいることのできないみなさん巴代わって、 言 「醤えなんて、ないよ」.'j是を話えるのが告掲だからです。 警 教室でこうしだやりとりがあっだことを、 30$誼くだったさ
でも、 ;J\~~のころのぼくは、そん主主「新曲~看J [Îとはちガコて、とても筒先な'íj/1幸 三 もぼくは語れず巴鍾えています。なぜかなっと箸えると、その
でしだ。おとなのXと詰すことはあるか、クラスで%圭に宿されてぎ見を言うときも、 三ときの%韮の言迭にはとてち夫Wな意d与がある、と怠っ廷から
:c;厳がどきどきして通が蓄しく怠りましだ。 号です。

「どうしだら、あんまり詰をしだり、量揖をきわ主主いですむのか怠あ・・Jなんて、まじ 二 「サフン」の急会ちは?と箸ぇ緩けても、結編「会かった」とまでほ言えない。筒じよ
め1;:考えだりもしましだ。 三ぅ巴、いつも会っているXのことをどこまで長掛しているのか、とか、周りの色神のこと
そん怠白百が少し金わっだのは、日、*:緩5、6$圭のころのことだっだように態います。 言をどこまで拘っているのだろうかと、色活lこ商いかけてみると、室z色j7}ガ鎖りなく怠え

きっかけは、 植荏の%~正から受けだ浸遥です。 三てきます。けれども、先呈ガ数えようとしたのは、 Xの免合ちをt言語し緩け定り、首りの
ある白のこと。 %~I<t教科醤にのっていない;J却をプリント巴刷って、クラスのみんな 三 百味のことを泊ろうと発活し緩けることの夫切さだったのではないでしょうか? これか
!こ説りましだ。作議.*字社印三の「崖患の主のサフン」という語ぃ;j、誌でした。 主らを生きる定め区、 r~当巳それで会かつだときえるの ?J と、繰り量し白1'7}i;: r商いJ
「サフン」というのは、 ~X忌の「拡」ガ保護しだ荻婦のHIIZ舟けだ~i尚です。漂い揚 言 をt量げかけることが夫W1<よんだと・。
を負って衆べ主主くなっていだサフンを、主X忌は援巴つれて帰って李鍾く蚕護します。サ 圭 新前記追をし踏めてからも、あの持の%韮の員11芯のなかでこだましています。これか
フンl蓮昌しずつ箇援し、やがて維が益なって韮をわたる~'!IÍl 1之怠ると、産患の主にのぼっ L らみ左よさんと、信議のこども新酋をいっしょに採っていきますが、長しでもみ怠さんのな
てかん話ぃ員で命き絡めます。 言か応、新た怠「商い」ガ生まれるようなお宇佳いをしていきたいと怠っています。どうか、

%~は夜誕で、 「サフンはどん怠完全ちで鳴いているのか怠?Jと商いかけてきましだ。霊よろしくあ鎖いします。
「印国とはぐれてさびしいんじゃない?J rあ長さんやお母さん区会いたいんじゃない?J
「もしかしたら、色過になりだい?J 0 1まくらはだくさんだくさん「番え」を出しました。 三

にしじまたくや

西島拓也{鎚1ワ結}
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